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Cl. と略記）の感情に注目する心理療法が北米を中心に発展している（Barlow et al., 
2011/2012；Fosha, 2000；Greenberg, 2011/2013, Linehan, 1993/2007）。中でも，エモーシ
ョン・フォーカスト・セラピー（以下，EFT と略記）は，現代の認知科学と感情理論に基
づき，パーソン・センタード・アプローチ（Rogers, 1959），ゲシュタルト療法（Perls et al, 
1951），体験療法（Gendlin, 1996），実存療法（Frankl, 1959；Yalom, 1980）を発展させた感
情と体験を重視する統合的心理療法である（Greenberg, 2011/2013）。
　EFT のセラピーは，治療関係の原則と治療課題促進の原則に基づいている。創始者の
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Greenberg 氏はこの 2 つの原則を「共感の海に浮かぶ，治療介入の小島」と表現した。つま





（Greenberg, 2011/2013）。EFT の Th. は，瞬時ごとの Cl. の感情状態の変化に注目し，そこ




　EFT の実演 DVD（Greenberg, 2004/2005）には，2 回のセッションでうつに苦しんでい
た Cl. の感情状態と自己感が，はっきりと変容していく様子が収められている。しかし，登


















































































































エモーション・ フォーカスト・セラピーによるうつへのアプローチ 23 
24 山内志保













































和らぐ。その様子が第 3・4 期の A の語りにみてとれた。A が他者に対して抱いてきた不安
や恐れといった感情が，恥に由来する二次的なものであることが，ここから示唆されるだろ
う。
　また，2 つの椅子の対話を取り入れてから，Th. は A との感情的な距離が近づいたのを感
じた。歩み寄るというよりも，Th. が A の内的世界に近づけたような感覚であった。2 つの






じて，Th. は恥をめぐる葛藤を A とともに生きている感覚を持つようになった。A にとっ
ても，このような関係性は自分の母や夫との間には持てなかったものだろう。恥という言葉
を用いて，A が感じている感情について共有したことは一度もなかったが，恥は A が自分
を批判するときに，表情や語り方の節々に現れた。本事例を通じて，恥の問題を扱う上で，
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